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OHNISHI  Hidefumi  
おお にし ひで ふみ 

教授  大 西 英 文  1948 生 
 
Ⅰ 学位  文学修士 
 
Ⅱ 専門分野  西洋古典学 
 
Ⅲ 略歴 

1967 年 3 月 大阪府立茨木高校卒業 
1967 年 4 月 京都大学文学部入学 

    1972 年 3 月  同上 西洋古典文学語学科卒業 
    1972 年 4 月 京都大学文学研究科西洋古典文学語学科修士課程入学 

1976 年 3 月    同  上               修了 
1976 年 4 月    同  上               博士課程入学 
1979 年 3 月    同  上               単位取得退学 
1979 年 4 月 大阪経済法科大学非常勤講師(〜1982 年 3 月) 
1980 年 4 月 大阪外国語大学非常勤講師(〜1982 年 3 月) 
1981 年 4 月 岡山大学文学部非常勤講師(〜1982 年 3 月) 
1981 年 9 月 神戸大学教養部非常勤講師(〜1982 年 3 月) 
1982 年 4 月 神戸市外国語大学講師 
1983 年 4 月   同 上   助教授 
1997 年 4 月   同 上   教授 現在に至る 

 
Ⅳ 研究活動 

キケロー､セネカを中心とする､アリストテレース以来の修辞学思想とフマニスムスの研究及びラテン碑文に見るローマ

人の死生観研究｡ 
１． 著書 

『ギリシア人ローマ人のことば— 愛・希望・運命— 』（共著）岩波書店（岩波ｼﾞｭﾆｱ新書）､1986･3. 
『ラテン文学を学ぶ人のために』(共著)世界思想社､1992･6. 
『はじめてのラテン語』(単著)講談社､1997･4. 

 
２． 論文 

「悲劇『オイディプス王』の羊飼い— ta en tois pragmasin と ta exo tes tragoidias に触れて— 」(『神戸外大論叢』

第 42 巻第 7 号所収)神戸市外国語大学研究会､1991． 
「セネカの悲劇における説得場面」(『西洋古典学研究ⅩＬⅠ』所収)岩波書店､1993． 
「セネカ『ポエニッサエ』— セネカの構想ﾄテキストの性格について— 」(『西洋古典論集ⅩⅠⅠⅠ』所収)京都大学古

典研究室､1996. 
 
３．その他の研究活動 
（１）翻訳 

『オルテリウス『世界の地図帳』1959 年刊本』(訳・共編)臨川書店､1992･10. 
『セネカ悲劇集１』(共訳)京都大学学術出版会､1997･7. 
『セネカ悲劇集２』(共訳・総解説)京都大学学術出版会､1997･9. 
『弁論家について』(『キケロー選集７・修辞学Ⅱ』)(訳・解説)岩波書店､1999･7. 
『ウェッレース弾劾Ⅰ』(『キケロー選集４・法廷･政治弁論Ⅳ』)(共訳)岩波書店､2001･7. 
『ウェッレース弾劾Ⅱ』(『キケロー選集５・法廷・政治弁論Ⅴ』)(共訳･解説)岩波書店､2001･12. 
『縁者・友人宛書簡集Ⅰ』(『キケロー選集１５・書簡Ⅲ』)(共訳)岩波書店､2002･7. 
『縁者・友人宛書簡集Ⅱ』(『キケロー選集１６・書簡Ⅳ』)(共訳･解説)岩波書店､2002･11. 
『弁論家について』(訳・解説)岩波書店(岩波文庫)､2005･3. 
セネカ『マルキアに寄せる慰めの書』､『幸福な生について』､『生の短さについて』､『閑暇について』､『心の平静に

ついて』(『セネカ哲学全集・倫理論集Ⅰ』所収) (訳・解説・編集)岩波書店､2005･3． 
 
（２）辞典 

『世界文学大事典』(項目執筆・専門委員)集英社､1997･7. 
 
（３）その他 

「キケローと西周」(『図書 603 号』所収)岩波書店､1999･7. 
「セネカ— 内なる人間との対話」(『週間朝日百科・世界の文学 53 号』所収)朝日新聞社､2000･7. 
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Ⅴ 教育活動 

｢古典語(ラテン語・ギリシア語)｣ 
｢西洋古典学｣ 
｢欧米文化演習｣ 

 
Ⅵ 学会活動 

日本西洋古典学会 
 
Ⅶ その他の活動 

特になし 
 




